
　フィリピンの人・ことば・文化に関する研究テーマ
を多様な学問的視点から考え、それを自らのことばで
表現し、私たちが暮らす市民社会に向けて積極的に発
信したいと思っている人。研究テーマを深めるため
に、フィリピン語の言語能力を高める努力を惜しまな
い人。

　タイ語による実践的コミュニケーションの能力を養
い、かつそれを基礎にタイの社会的文化的ダイナミズ
ムに対する深い洞察力を身につけたいと考える人。

　フィリピン・マニラ首都圏のオフィス街の一角にあ
る大きな教会と巨大な聖母マリア像。300年ものスペ
イン支配、その後数十年アメリカの統治により、欧米
のキリスト教と自由主義を支えにした、グローバルな
性格の強いフィリピンのシンボル、なのでしょうか。
だからいま年率5％を超える順調な経済成長を持続さ
せ、世界中に優秀な労働力を送り出し、また新たな英
語留学先として人気を集めている？
　フィリピンの歴史経験はもっと複雑です。多文化の
社会なのに、外国の支配によって外来語である英語で
無理にひとつにされ、一握りのエリート層が特権を握
る社会とされ、様々の社会対立を経験してきました。
欧米文化へのなじみはグローバル化の進む中で有利で
はあり、特に多くの人々が海外に出稼ぎに行きました
が、結局海外で頼りになるのは同国人であり、そこで
心を通い合わせられる言葉は、英語よりも、タガログ
語を元に国語として教えられるようになったフィリピ
ン語でした。グローバル化の中でフィリピンは苦し
み、その中で英語に熟達すると共に、自分たちの言葉
であるフィリピン語を熟成普及させていったのです。
　30年ほど前、この教会が現在立っている地域に多
くの人々が集い、非暴力による独裁政権の交代を求め
ました。教会の呼びかけとビジネス界の後援もありま
したが、政権に立ち向かう勇気を奮った普通の人たち
が、フィリピン語で励まし合って祖国の変革のために
立ち上がったのが、この教会とアジア人の風貌を持っ
た聖母像が記念しているこの場所です。
　グローバル化の中でこそ、自分たちの言葉を確立し
つつあるフィリピン。その国語の魅力をぜひ一緒に学
んでみませんか。

オフィス街の聖母マリア像

タイといえば稲作・象・ムエタイ・仏教寺院という
イメージを持つ人が多いと思いますが、現在のタイ国
は、農林漁業就労者の人口が全就労人口の50％を割
り、工業化とサービス産業を中心とした経済成長を遂
げている「中進国」です。このようなタイの経済発展・
工業化にもっとも深く係わっている国の一つが日本で
す。たとえば、タイの自動車産業は東南アジアの中心
的役割を担っていますが、日本の大手自動車・自動車
部品メーカーがそれを支えています。
タイは、豊かな自然環境、開放的で自由な雰囲気、

安定した社会体制、物価の安さなど、外国人にとって
も大変居心地の良い国であり、タイを訪れる日本人観
光客は年間約100万人、長期滞在をする日本人の数は
6万4千人（大使館の在留届）にのぼり、短期滞在ビ
ザで滞在する人を含めると、10万人ちかくの日本人
がタイで生活しています。また近年訪日タイ人観光客
数が急増しており、2016年には約90万人のタイ人
が日本を訪れました。日本国内には留学生を含むタイ
人長期滞在者が4万5千人います。このように、日本
とタイは経済的な面に加え、人的交流の上でも大変密
接な関係を築いています。
60年数年の歴史を持つタイ語専攻の卒業生は様々

な分野で活躍していますが、特に、日タイ間の架け橋
として活躍している人材が多数輩出しています。タイ
国内で活躍している卒業生も多く、バンコクの同窓会
の活動は非常に活発です。
タイ語専攻では、タイ語の運用能力を養いながら、

タイについての総合的な知識を学ぶためのカリキュラ
ムを組んでいます。1・2年次にタイ語の基礎を学び、
その上で3・4年次にはタイの言語、社会・文化、政治・
経済、文学、歴史について専門的に学べるようになっ
ています。
また、交換留学の協定を結んでいる大学が多いの

で、3・4年次にタイの大学に留学する学生も多数い
ます。外国語学部をはじめ、大阪大学に留学している
タイ人留学生との交流も盛んで、授業だけではなく、
キャンパスライフの中でタイの人と接する機会も多い
のも特徴です。

フィリピン語専攻 タイ語専攻
Magandang hapon!! こんにちは！突然ですが、皆さんはフィリピン語につい

てどんな印象をお持ちですか？あまり馴染みがない、という方が多いかもしれま
せん。あるいは、フィリピンでは英語が話されている、というイメージの方が強
いかもしれません。確かに、英語はフィリピン人の生活に深く根付いていますが、
あくまで外国語の 1 つであり、フィリピン人を理解し、親しみを持って接するた
めにはフィリピン語は必要不可欠です。また 2016 年末時点で在日フィリピン人
は23万人を超えており、中国人、韓国人に次いで3番目の数となっています。フィ
リピン語の重要性が増している時代なのです。

フィリピン語は文字がアルファベットであり、発音もローマ字読みのものが多
く、比較的学びやすい言語です。また、様々な言語の語彙を取り入れ、今なお成
長し続けている興味深い言語でもあります。フィリピン語の学習を通して、フィ
リピンの歴史や社会、文化について新たな魅力を見出すことができます。その魅
力に惹かれ、毎年多くの人が旅行・留学でフィリピンに足を運びます。

最後に、フィリピン語専攻は1学年約15人という少人数であるため、クラスメ
イトだけでなく、先輩後輩や先生方との距離の近さが魅力です。また、夏まつり
でフィリピン料理を販
売したり、語劇祭では
フィリピン語劇を演じ
たり、充実した学生生
活を送ることができま
す。

ぜひ皆さん、私たち
と一緒にフィリピン語
を学びませんか？

私は 2015 年 8 月から 1 年間フィリピン大学に留学しました。フィリピンに留
学することを決めた理由は、大学に入ってから毎日勉強してきたフィリピン語を
使って現地のフィリピン人とコミュニケーションをとりたいと思ったことと、ずっ
と苦手だった英語も克服したいと思ったからです。

まず、フィリピン大学では主にフィリピン語、英語といった語学の授業のほか
にもずっと興味があった教育学の授業も受けました。日本では大学で外国語や他
国の文化を中心に勉強していた私にとって、他学部の授業を受けることができた
のは貴重な経験でした。課題の多さにも苦労しましたが、その分多くの知識を身
につけることができました。大学の空き時間に語学学校も同時に通っていました。
これは現地の物価が日本円に比べて安いからこそできたことで、マンツーマンの
授業を安価で受講することができるのはフィリピン留学の特徴とも言えます。

長期休暇では、友達と一緒にいろんな場所に訪れました。フィリピンといえば
やはりビーチ！本当にきれいな海は何度見ても感動します。また多くの友達に恵
まれ、休日は彼らと共に時間を過ごすことで語学の勉強にもなり、彼らからフィ
リピンについて多くのことを教えてもらいました。

ホストファミリーに
も恵まれ、私の留学生
活は本当に人との出会
いに溢れ、自分自身を
大きく変えてくれまし
た。フィリピンだから
こそできる多くの経験
を皆さんも体験してみ
ませんか！？

3年　久留須 健一郎

4年　山本　陽葉
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